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預金等※1 残高 貸出金残高 

非金利収入額※2 親会社株主に帰属する 
当期純利益 

連結自己資本比率 

7兆4,790億円 
（前年比：+197億円） 

6兆146億円 
（前年比：+1,623億円） 

2019年3月期実績 

11.01％ 
（前年比：▲0.06ポイント） 

255億円 
（前年比：▲3億円） 

315億円 
（前年比：▲9億円） 

決算概要 

※1 

※2 
預金等は、譲渡性預金を含む 
役務取引等収益＋特定取引収益＋その他業務収益（国債等債券関係損益除く)＋ひろぎん証券の純営業収益 



強み 

 貸出金平残×（貸出金利回りー預金等利回り）＋役務取引等利益－経費 ※1 

※2 非金利収入比率の計算式…非金利収入額÷コア業務粗利益（ひろぎん証券の営業収益加算後） 

本業利益 
〈 217億円 〉 

非金利収入比率 (単体) 
〈 31.9％ 〉 

6位/地銀64行中 

6位/地銀64行中 

※1 

※2 

当期純利益(単体) 
〈 253億円 〉 8位/地銀64行中 
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人口減少・ 
少子高齢化の 
更なる進展 

低金利環境の 
継続 

  異業種の参入 
  競争の激化 

  大都市 
  一極集中 

【本業利益の利益率と増減幅(地銀103行)】 

前年度対比 
増減幅 
（％ｐｔ） 

利益率 

本業赤字・マイナス成長の銀行は今後、淘汰される可能性がある 
政府も独占禁止法の緩和を検討するなど、再編を促している 

今後の銀行経営にとっての 
脅威 

地方銀行を取り巻く経営環境 
◆厳しい経営環境の中においても、当行の本業利益はプラス 
◆今後、更なる経営環境の悪化も懸念される 
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〈マイナス成長〉 

〈本業赤字〉 

当行 
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広島銀行 製造業 
 

A社 

電気・ 
ガス業 
B社 

電気・ 
ガス業 
C社 

小売業 
 

D社 

陸運業 
 

E社 

【地元企業PBR(株価純資産倍率)比較】 
  2019.7.11現在 

企業価値の向上に必要なことはなにか 
◆経営環境の厳しさを受け、当行の株価は割安な状況 
◆中長期的な企業価値向上を図るとともに、株式市場からの評価を得るべく、着実な成長戦略を実行する 

6 

(※)1株あたりの純資産を１(左棒)として株価(右棒)が何倍になるか試算(PBR) 

企業価値・株式市場からの評価向上を図るため 
着実に経営戦略を実行(これから説明します) 

地元企業の株価と比較すると当行株価は 
割安であると言える 

仮に、「1株あたりの純資産＝株価」の場合、 
当行株価は約1,500円(現在の株価：約540円) 

0.36倍 

約0.65倍 

約1.15倍 

約0.65倍 

約1.85倍 

約1.00倍 

542円 約1,100円 約1,350円 約340円 約4,300円 約1,100円 

〈参考〉 
各セクターの 

平均 
0.42倍 0.90倍 0.73倍 0.73倍 1.81倍 1.43倍 
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収益基盤の強化 
多様化するお客さまニーズにお応えするべく、新たな決済手段への対応や非

金融分野も含めた新たなサービスを展開 

付加価値の高いバンキング
業務への取組強化 

地元のお客さまを中心に、資金仲介機能を発揮して地域の発展に貢献 
事業性評価を通じた法人（個人事業主含む）のお客さまへのソリューション提供に

より、中小企業向け貸出を推進 

アセットマネジメント
業務への取組強化 

家計・企業の資産形成および運用ニーズや次世代への資産等の承継に対し
て積極的にサポート 

地域社会との強い信頼関係で結ばれた、頼りがいのある<ひろぎんグループ>を構築する 

「中期計画2017」の経営目標達成 

グループ会社との連携強化を通じた<ひろぎんグループ>の総合力の発揮 

＋ 

中期計画2017 

8 
＜ひろぎんグループ＞の持続的な成長を図る 



持続的な成長に必要なことはなにか 
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• 広島県の県内総生産:約12兆円 
(12位/47都道府県) 

• 当行総資産:約9兆円 
(9位/地銀64行) 

県内総生産(2015年度) 

総
資
産
残
高(

２
０
１
９
年
3
月
末
） 

   ※1メガバンクの主要営業基盤である東京都、大阪府、愛知県、埼玉県、兵庫県の地方銀行と総資産残高が 
     道府県内第2位以下の地方銀行を除く 

地方銀行の総資産は、ほぼ所在地の県内総生産に比例 

県内総生産の拡大、 
つまり地域の活性化に貢献することで、 
当行の持続的な成長に繋げていく 

広島県の県内総生産は全国でも上位に位置している 
つまり、当行は銀行の中でも優位なマーケットを有している 

広島県の人口予想 

2018年 2040年 

281万人 239万人 

出所:内閣府 

一方で… 

人口減少によって、地域の経済規模縮小の可能性も・・・ 

地域と地方銀行は一心同体 
【県内総生産と地方銀行の総資産残高】 



コア業務の深掘り(付加価値の向上） 

エクイティビジネスへの取組強化 
地域における産業活性化を通じた地方創生の実現 
金融デジタル化への取組強化を通じた顧客利便性の向上 
非金融領域への取組拡大 

業務領域の拡大 

構造改革の取組強化（生産性の向上） 

各種プロジェクトや店舗戦略の見直し等による生産性の向上 

預り資産等の「資金」運用だけではなく、お客さまの 
「資産」全体の運用・承継を支援 

事業性評価を通じて、お客さまの潜在ニーズを 
顕在化させ、最適なソリューションを提供 

持続的な成長に向けた経営戦略 

『持続的な企業価値向上』の実現 

既存の 
コア業務 

既存の 
コア業務 

10 
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売
上
高 

ニ
ー
ズ 

法人(個人事業主含む)のライフステージ 

資金調達 

生産性向上・業務合理化/標準化 

創業 

事業承継・IPO・M&A 

中計策定支援サービス 

低迷期・衰退期 
再成長期 安定期 成長期 創業期 

(創業・第2創業から5年まで) 

上場 

再生 

経営改善・転廃業 

ベンチャーキャピタル 

企業再生 

業種・目的別／プロジェクト別 

コンサルティング型融資商品 

ビジネスマッチング 

海外進出支援 

事業再生 
(DES・DDS等) 

IPO支援 

事業承継 

創業支援(創業支援ローン等) 

ベンチャー支援 経営改善支援 

バイアウト/事業承継 
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コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 

広島県の後継者不在率は 
全国第５位 

地域社会における重要課題 
・取組むべき事項 

人材確保・販路拡大 

地域経済の新陳代謝の遅れ 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

本業支援 

エ
ク
イ
テ
ィ
出
資 

• 新たな起業の減少 
• 企業の成長・再生の停滞 



お取引先との 
対話 

お取引先を 
理解する 

お取引先の 
経営課題 
の抽出 課題解決 

提案 

課題解決 

中計策定支援 コンサルティング型融資 

ビジネスマッチング 

コンサルティングプロセス 提供するソリューション 

事業性評価の取組み 

◆事業性評価を土台に、お取引先のライフステージに沿ったソリューションの提供により、 
  お取引先の企業価値向上に貢献 

コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 

海外進出支援 

13 



◆地域企業の事業承継課題に対し、本・支店一体で取組み、地域の雇用確保・経済発展に貢献 

事業承継 

14 

地域企業は相互に 
関係性を有し、 
地域経済を支えている 

 
 
 

(オーナー・ 
 従業員) 

地域企業B 

地域企業Ａの 
オーナー 
の悩み 

 後継者不在 
 後継者への事業承継（相続）時の税負担 
 親族等に分散した株式の集約（後継者への

円滑な移転） 
 事業承継後の円滑な事業展開  等 

例えば、後継者不在によって、「地域外」の企業の傘下に入った場合 
                  （地域外に株式が流出した場合） 

関係性が崩れ、 
地域経済に悪影響も・・・ 
（利益の域外流出、地域の雇用喪失等） 

連携 本
部 

支
店 

最適なソリューションの提案 

 事業承継アドバイザリーサービス 
  （自社株評価・事業承継計画策定等） 
 事業承継ファンド、エクイティファイナンス 
 M&A 
 人材紹介業務  等 

地域企業A 

「地域内」の新たな株主へ 
（地域内のM&A） 

後継者への事業承継 
→ 株式の円滑な移転 
→ 事業承継後の円滑な

事業展開 

地域の雇用を守り、 
地域経済の発展に貢献していく 

コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 

地域企業Ａ 

地域企業C 

地域企業G 

地域企業F 

地域企業D 

地域企業E 



低迷期 

本業の苦戦・事業多角化により財務内容
が急激に悪化 

多数のグループ会社を抱え、経営陣の統
治機能(ガバナンス)が低下 

売上高の減少や関連会社の破綻により事
業継続が困難に 

金融機関が保有する株式の出口戦略を模
索(資本政策の検討) 

商品開発力・営業提案力および生産性の
向上による収益基盤の構築 

強固な財務基盤の構築 

企業価値 

上場へ 【お取引先：A社】 

◆エクイティ性資金を積極活用するとともに、行員の派遣等を通じて、お取引先の企業再生を支援 

エクイティビジネス ～取組事例～ 
コア業務の 

深掘り 
業務領域の 

拡大 
構造改革の 
取組強化 

時間 
15 

転換期 

再成長期 

• 貸出金を資本金に振替 
• 提携会社であるベンチャーキャピタル

の出資 etc. 
― 企業再生に向け、中期経営計画の

策定支援 

― 不振事業の整理・経営の効率化を
企図し、グループ会社を統合 

― ガバナンスの強化に向け、当行 
行員を派遣 

― 当行(メイン行)を中心に金融 
支援を実施 

― 経営再建に向け、当行行員を 
役員として追加派遣 

― 当社の強み・弱みを把握するため 
事業・財務DD※1を実施し、当社の 
事業へ反映 

(※1)DD…「デューデリジェンス」の略。資産や企業価値、収益力等を詳細かつ多角的に調査すること。 

― 金融機関が保有する株式に係る資本
政策の整理・提案 

• 当社による自己株式取得 
• 株式上場 
• 経営陣による株式買取 
• 従業員による株式買取 etc. 

― 上場に向けた準備を支援 

― 業容拡大に向けたビジネスマッチングを提供 

• 主幹事証券のコンペ開催 
• 監査法人の紹介 etc. 



地方創生への取組み ～地域産業の活性化～ 

◆「産・官・学・金」の各団体が相互に緊密に連携し、広島県内においてイノベーションを持続的に生み出す 

コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 
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地域に 
「革新的な産業」を創出 

広島銀行 

広島大学 
広島県 

ひろしま産業 
振興機構 

ひろしまベンチャー 
育成基金 

起業家 5団体による相互連携協定書の締結 

人財・資金・情報等を集積・結合 

※1 エコシステム：業界全体で価値を提供する仕組み 

新たな産業・事業者を創出する 
イノベーション・エコシステム※1の構築 

ベンチャー 
支援 

スタートアップ 
支援 

創業支援 

地域に 
「次世代の中核企業」を創出 

地域に 
「多様な創業者」を創出 

新しいアイデア、先進的な研究
開発、既存技術等を連携 

事業化・金融・経営支援をワン
ストップで提供 

新たな産業・事業者創出に向けて… 



当行が地域の再開発を主導 

宿泊客の増加に貢献 

客室数：約400室 
2022年度開業予定 

建物周辺や2階テラスへの緑地の設置 
建物エントランス部分へのピロティ空間の設置 
原爆物故者慰霊碑の設置 
建物の免震化・非常用発電機用燃料の確保 

（避難場所として活用） 

広島銀行本店建替えプロジェクト 

ファンドを通じた資金支援 
当行が出資・人員派遣を行う瀬戸内 
ブランドコーポレーションが世界的に有名な 
ブランドホテルを誘致 

2021年1月竣工予定 

地方創生への取組み ～地域開発・観光産業活性化～ 

◆私募リートの組成や本店建替えプロジェクト、観光事業者への支援を通じて、地方創生に積極的に参画 

【広島市中心部】 

コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 
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私募リートの組成 
地元の再開発対象不動産や建替物件が 

投資対象 
 「まちづくり」の担い手として地域再開発を主導 

地方銀行として初めて組成 

紙屋町・八丁堀地区が 
「都市再生緊急 

整備地域」に指定 

広島市内で複数の 
再開発案件(計画含む)が進行中 



21,941  22,935  24,263  25,169  

30,731  33,116  34,260  34,977  

638  609  610  617  

2016/3末 '17/3末 '18/3末 '19/3末 21年度 

5兆8,523億円 
5兆2,672億円 

5兆6,051億円 

6兆146億円 

貸出金残高（末残） ～ 残高推移 ～ 

中小企業向け貸出金 
＋906億円 

（年率+3.7%） 

その他貸出金 
＋717億円 
（年率+2.1%） 

（億円） 

貸出金利息 
＋7億円 

前年比＋1,623億円 
（年率+2.8％） 

◆貸出金残高(末残)は、事業性貸出、個人ローン、地共貸出のいずれも増加 

コア業務の 
深掘り 

構造改革の 
取組強化 
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業務領域の 
拡大 

（中期計画目標・平残） 

約6兆2,800億円 



貸出金残高 ～地元における資金仲介機能の発揮～ 

 ※1 地元の定義 
   広島銀行：広島県、中国銀行：岡山県、山口銀行：山口県、伊予銀行：愛媛県、百十四銀行：香川県、山陰合同銀行：鳥取県・島根県 

（出所）金融ジャーナル 

（億円） 
広島 中国 伊予 山陰合同 山口 百十四 

総貸出金残高 

地元の貸出金残高 

65.7% 55.2% 54.4% 41.3% 55.5% 50.2% 

（先） 

広島 山口 伊予 百十四 山陰合同 中国 

4兆6,761億円  
4兆2,926億円  

3兆165億円 

3兆8,338億円  

2兆8,378億円  2兆5,974億円  

5兆8,523億円  

3兆8,477億円  

2兆3,705億円  

1兆6,416億円  
1兆9,258億円  

1兆1,735億円  

地元の信用リスクを 
積極的に取っている 

25,983  26,580  26,942  27,345  

3,271  
3,368  

3,423  
3,495  

2016/3末 '17/3末 '18/3末 '19/3末 

リテール先 
＋403先 

その他 
＋72先 

29,254 
30,365  29,948  

30,840先 
前年比＋475先 

総貸出金における地元  貸出金の割合（2018/3末時点） 事業性貸出先数の推移 

◆地域に根ざした金融機関として、地元の資金需要に対し、積極的に対応 

※2 

※2 売上高10億円未満のお取引先 

コア業務の 
深掘り 

構造改革の 
取組強化 

※1 
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業務領域の 
拡大 



個人のライフサイクル 

ニ
ー
ズ 

70代～ 60代～ 50代 40代 30代 20代 10代 

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト 

就職 結婚 出産 住宅 
購入 

子供の 
進学 

子供の 
結婚 退職 介護 相続 

日常の困りごと 

銀行口座の 
作成 

住宅購入 
資金調達 

貯蓄・資産形成 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

クラブ 
ヒーローズ 

マイカー購入 
資金調達 

結婚資金 
調達 

教育資金 
調達 

ゆとりあるセカンドライフへの
備え 

相続・事業承継対策 リフォーム 
資金調達 

非金融サービス(リフォーム・清掃等)の提供 

マイカー 
ローン 

カード 
ローン 住宅ローン リフォーム 

ローン 教育ローン 

ジュニア
NISA 積立投信・つみたてNISA・iDeCo・平準払い保険 等 投資信託(NISA)・年金保険・ 

終身保険 等 

遺言信託 
事業承継ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰｻｰﾋﾞｽ 等 

収
入 

キャッシュレス決済 

デビットカード・ひろぎんアプリ 
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相続税制改正により相続税の 
課税対象者が2倍に！ 
＊2017年度・広島県内対象者：6,055人 

「人生100年時代」 
老後への備えが必要！ 

キャッシュレス化の流れ 

金融にとどまらないお客さま 
ニーズやお困りごとの多様化 

地域社会における重要課題 
・取組むべき事項 



ひろぎん証券との連携強化 資産形成へのアドバイスを行う専門スタッフの配置 

資産形成への取組み 

◆老後に向けた資産形成をご支援するため、お客さまに最適な商品・サービスをご提案 

2008年 ウツミ屋証券株式会社との共同出資により、
『ひろぎんウツミ屋証券株式会社』設立 

2017年 広島銀行の完全子会社とし 
『ひろぎん証券株式会社』に商号変更 

2018年 広島銀行との共同店舗数を拡大
10店舗の共同店舗を開設 

2019年 更なる共同店舗数の拡大を実施 
3店舗開設し、更に2店舗開設予定 

【13ヵ店】 

【18ヵ店】 

当行からの 
出向者数 
34名(累計) 

【3ヵ店】 

多様な運用ニーズにお応えする体制を構築 

【 】は共同店舗数 
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コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 

貯蓄や資産形成の相談を 
気軽にして頂ける体制を構築すべく 
各支店にコンサルティングアドバイザーを配置 

お客さまに対し、資産形成に向けた 
より高度かつ専門的なアドバイスを行う 
プライベートバンカー(PB)を本部に配置 

ライフプランニングに精通した専門スタッフが、
家計や保険の見直し等のご相談に対応 

商品ラインナップを拡充する等、 
お客さまのライフプランや多様化するニーズに
応じて、最適な保険商品をご提案 



（本人） （相続人） 

『円滑に相続したい』 
『相続税に不安がある』 

『手続きをスムーズにしたい』 
『二次相続が不安』 

提供するソリューション 

 相続対策提案 
 遺言信託(遺言書作成) 

 遺言代用信託 
 暦年贈与信託 

 遺産整理業務 
 遺言信託(遺言書執行) 

 遺言信託(遺言書作成) 

 保険          等 

+ 

全てのメニューを当行で申込可能 

相続専門スタッフ 
が対応 

土・日限定の「相続相談窓口」 

休日相談可能 
(完全予約制) 相談無料 

お気軽にご相談ください 

お客さまニーズに的確に対応する体制を強化 

資産承継への取組み 

◆相続関連ニーズの高まりを踏まえ、コンサルティング型信託等を活用した最適なソリューションを提供 

コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 
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2019年8月 
(予定) 

本店営業部(広島市南区西蟹屋1-1-7〔仮店舗〕)に 
「相続コンサルティングプラザ」開設予定 

平日の「相続相談窓口」 

2019年度 
下期(予定) 福山市内にも拠点拡大を検討 

順次拡大 

平日 

休日 



40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

18/9末 18/12末 19/3末 19/6末 

累計DL件数 
（2019.6末時点） 

2019.2.12～ 
残高照会等の機能追加 

【累計DL件数(月間・件)】 約11.3万件 

『ひろぎんカープ支店』の創設(ひろぎんネット支店の店名変更) 『ひろぎんアプリ』の機能追加 

金融デジタル化への取組み ～非対面チャネルの充実～ 

◆スマホアプリを入口とした決済手段の多様化に取組む等、お客さまの利便性向上に貢献 

【口座数推移(月間・件)】 

コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 

取引口座：通帳レス口座「Net View」 
特典   ：広島東洋カープ情報の配信 
        チケット・グッズのプレゼント 

既存機能：口座開設 自動応対FAQ 等 

追加機能：残高照会 入出金明細照会 
定期明細照会 

＋ 

2,682  
2,927  

3,587  

4,252  

4,738  

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

2019/2 '19/3 '19/4 '19/5 '19/6

2019.3.18～取扱い開始 

※6月27日現在 
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54% 

8% 

38% 

【地域別口座状況】 

広島県 

岡山県・ 
山口県・愛媛県 

地元4県以外 

インターネットバンキングの利用により、 
「通帳」・「来店」不要で預金取引等が可能 

「広島」独自のコンテンツを活かし、 
従来の「地域」の枠組みを超えた展開を実現 



【個人のお客さま】 

日常生活の 
困りごとを相談 

パートナー企業の 
ご紹介 

◆非金融サービスを含む総合サービスをワンストップで提供し、お客さまの「お悩み」解決に貢献 

非金融領域拡大の取組み ～〈ひろぎん〉生活パートナーサービス～ 

お気軽にご相談ください。 
お客さまとのリレーションの更なる強化 

コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 

ご高齢者への 
サポート 

くらしのサポート 住まいのサポート 

相続・不動産に 
関するサポート 

■リフォーム 
■お家の清掃・各種修繕 
■お引越し 

■高齢者の見守り 
■高齢者向け住宅の紹介 
■お墓の清掃サービス 

■家事代行 
■不用品処分 

■不動産売却 
■不動産活用 
■相続対策 

【パートナー企業】 

連携 

24 

各分野の信頼できるパートナー企業が 
お客さまのお悩みやお困りごとを解決 

29% 

22% 
12% 

11% 

8% 

18% 
お住まいの清掃 

・各種修繕 

お引越し 不用品処分 

庭木剪定 
・庭の除草 

リフォーム 

その他 

ご相談は… 0120-89-8107 
バンク   パートナー 

R 

【パートナー企業への取次内容】 



70,245  73,085  74,593  74,790  

14,809  
14,943  

16,113  15,962  

2016/3末 '17/3末 '18/3末 '19/3末 '21年度 

9兆706億円 

8兆5,055億円 
8兆8,029億円 

前年比  
＋47億円 

（年率+0.1%） 

総預り資産（ひろぎん証券含む）残高 ～残高推移～ 

※ ひろぎん証券の非預金商品残高は、時価ベース 

10兆円以上 9兆753億円 

（中期計画目標・平残） 

非預金商品 
（ひろぎん証券 含む） 

▲151億円 
（年率▲0.9%） 

預金等 
+197億円 

（年率+0.3%） 

◆ひろぎん証券との連携や相続関連ニーズにお応えすることで非預金残高増強に注力 

※ 

（億円） 

25 

コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 



71 67 74 66 

34 38 34 37 

44 38 52 49 

32.3% 
33.2% 

35.6% 35.2% 

22.0%

24.0%

26.0%

28.0%

30.0%

32.0%

34.0%

36.0%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

2015年度 '16年度 '17年度 '18年度 '21年度 

非金利収入比率 ～貸出金利息以外の手数料収入の割合～ 

317 309 

（億円） 

324 
315億円 

 ※ 非金利収入比率の計算式…非金利収入額÷コア業務粗利益（ひろぎん証券の営業収益加算後） 
コア業務粗利益とは、一般事業会社における売上総利益（売上高－売上原価） 

（中期計画目標） 

内国為替等 

アセットマネジメント業務 

投資銀行業務 

ひろぎん証券 
営業収益 

投資信託・保険等の手数料等 
信託・事業承継関連収益 

振込・代金取立手数料等 

複数銀行協調融資・社債
発行の手数料等 

◆ 

40％以上 

◆コンサルティング営業の実践により、金利環境に負けない収益構造を構築 

非金利収入比率 
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コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 

168 166 164 163 
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1.広島銀行の企業業績について 
2.広島銀行の経営戦略について 
 
 
3.SDGs/ESGへの取組み 
4.まとめ 
5.2019年度の業績予想 
6.参考資料 

～ コア業務の深掘り・業務領域の拡大 ～ 
～ 構造改革の取組強化 ～ 



構造改革 

効率性 
の向上 

適切な 
チャネル 
の構築 

持続的成長を
支える組織 

づくり 

各種施策展開による生産性向上 

幅広い人財の育成・確保 

チャネルシフトを見据えた経営資源の配分見直し 

 営業推進改革プロジェクト  事務レス化プロジェクト等 

 店舗(対面チャネル)チャネル 
機能の見直し 
 セルフ化・リモート化 
 コンサルティング特化店舗   等 

 非対面チャネルの充実 
 インターネット支店(カープ支店)創設 
 ひろぎんアプリ高度化 
 キャッシュレス化推進         等 

 ダイバーシティの実現 
 短時間勤務、育児・介護休暇制度の充実 
 勤務間インターバル制度 
 パソコン自動ログオフ導入      等 

人員180名を有望マーケットへ再配置 
（2018年4月再配置済） 

人員130名を有望マーケットへ再配置 
（2018～21年度累計） 

タブレット端末の導入 
個人ローン業務の本部集中化  等 

事務の効率化・集中化 
営業店事務の極小化   等 

営業店を「コンサルティング」主体の場へ ＆ 効率的な業務運営を実現する 

 専門性の高い人財の育成 
 コンサルティング営業の起点となる 
 人財を育成 

具体的な取組みは 
P.23参照 
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コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 
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1.広島銀行の企業業績について 
2.広島銀行の経営戦略について 
 
 
3.SDGs/ESGへの取組み 
4.まとめ 
5.2019年度の業績予想 
6.参考資料 

～ コア業務の深掘り・業務領域の拡大 ～ 
～ 構造改革の取組強化 ～ 



【参考】持続可能な開発目標（SDGs）とは 
 
 

持続的な企業価値の向上 

地域の持続的な発展 

Social：「社会」への取組み 

Environment：「環境」への取組み 

Governance：「ガバナンス」への取組み 
 2015年9月に国連本部において採択された 

2030年まで続く国際目標 
 持続可能な世界を実現するための17の目標で構成され、 

地球上の誰一人として取り残さないことを誓っている 
 SDGｓは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組む 

普遍的なものであり、日本も積極的に取り組んでいる 

◆ SDGｓ/ESGへの取組みを通じて、地域との共通価値創造の実現を目指し、社会課題の解決に貢献 

SDGs/ESGへの取組み ~ 基本的な考え方 ~ 
 

30 



社会・環境における主な取組み 

公益財団法人 
「ひろしま美術館」 

「ひろしま美術館」を運営し、数多くの絵画を展示す
る等、芸術情報の発信を通じた文化振興へ積極的
に取組む 

広島東洋カープ 
サンフレッチェ広島 

地元企業合同での広島東洋カープ応援観戦やサンフレッチェ
広島のスポンサードゲーム等を開催する 

教育機関への寄贈 

お取引先の私募債発行を記念して、 
地域の教育機関へ図書等の寄贈を実施する 

【事例】(一部抜粋) 

似島小学校の皆さまをご招待 

【サンフレッチェ広島スポンサードゲーム開催】 

高南学区子ども会白木ホワイト 
スターズ☆の皆さまをご招待 

【広島東洋カープスポンサードゲーム開催】 

広島交響楽団 

「〈ひろぎん〉トゥモロウコンサート」等を開催する等、
活動支援に取組む 

寄贈者 寄贈先 寄贈品 

井本建設 株式会社 さま 広島県立広島工業高等学校 エアーコンプレッサー 
チップソー 

株式会社 なかやま牧場 さま 倉敷市立中洲小学校 カーテン 
テレビ 

株式会社 プローバホールディングスさま 広島県立広島北特別支援学校 二輪スクーター 
三輪スクーター等 

株式会社 モリシタ さま ひろしま協創中学・高等学校 サッカーボール 
ボールかご 

〈ひろぎん〉無通帳
口座「スマートｅ」 

通帳を発行しない口座を展開し、ペーパーレス化に取組む 

地域スポーツ・文化活動の支援 銀行保証付私募債(教育寄贈型)の受託 

◆地域との共通価値創造を目指し、社会貢献および環境保護活動を積極的に実施 

環境保護への取組み 

炭素排出量の抑制 

環境情報の開示を十分に行い、炭素効率性の高い
企業を選定 

【S&P/JPX カーボン エフィシェント指数】 

市場全体の環境に対する取組みと情報開示を評価され、 
年金積立金管理運用独立行政法人(GPIF)が投資対象と 
する株式指数に採用 
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１ 非金利収入の増強を図り、金利環境に左右されにくい
収益構造を構築 

２ 業務領域の拡大を通じて、新たな収益機会を獲得 

３ 組織の生産性向上に向け、構造改革を推進 

まとめ コア業務の 
深掘り 

業務領域の 
拡大 

構造改革の 
取組強化 

すべてのステークホルダーに提供する『価値』の向上 
33 
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5.2019年度の業績予想 
6.参考資料 

～ コア業務の深掘り・業務領域の拡大 ～ 
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299  

270  

253  

312 

258 255 

2016年度 '17年度 '18年度 '19年度 

◆配当目安テーブルと2019年度の配当予想 

親会社株主に 
帰属する 

当期純利益 

１株当たり配当金額 
連結配当性向 

①安定配当 ②業績連動
配当 ①＋② 

330億円超 12円 12円 24円 22.7%未満 

300億円超 
 ～ 330億円以下 

12円 10円 22円 22.9%未満 
 ～ 20.8%以上 

270億円超 
 ～ 300億円以下 

12円 8円 20円 23.1%未満 
 ～ 20.8%以上 

240億円超 
 ～ 270億円以下 

12円 6円 18円 23.4%未満 
 ～ 20.8%以上 

210億円超 
 ～ 240億円以下 

12円 4円 16円 23.8%未満 
 ～ 20.8%以上 

180億円超 
 ～ 210億円以下 

12円 2円 14円 24.3%未満 
 ～ 20.8%以上 

 ～ 180億円以下 12円 0円 12円  ～ 20.8%以上   

連結 

連結:255億円 
単体:250億円 

◆2019年度の業績(連結・単体) 

2019年度の業績および配当予想 

単体 
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株主優待制度 

優待メニュー 保有株式数 
（基準日:毎年3月31日） 優待内容 

①［定期預金預入］ 
金利優遇コース 

100株以上 
500株未満 
500株以上 

2,500株未満 
2,500株以上 
5,000株未満 

5,000株以上 

②［投資信託購入］ 
手数料キャッシュバックコース 100株以上 

③［相続関連サービス契約］ 
手数料キャッシュバックコース 100株以上 

④［ひろぎん証券］ 
手数料キャッシュバックコース 100株以上 

スーパー定期（300）の 
店 頭 表 示 金 利 に +0.05％（期間1年・2百万円迄） 

スーパー定期（300）の 
店 頭 表 示 金 利 に +0.10％（期間1年・3百万円迄） 

スーパー定期（300）の 
店 頭 表 示 金 利 に +0.20％（期間1年・4百万円迄） 

スーパー定期（300）の 
店 頭 表 示 金 利 に +0.30％（期間1年・5百万円迄） 

投 資 信 託 購 入 に 
係 る 手 数 料 の 

20％キャッシュバック 
（受付期間累計額・上限2万円） 

相 続 関 連 サ ー ビ ス の 
契 約 に 係 る 手 数 料 の 

20％キャッシュバック 
（受付期間累計額・上限2万円） 

ひ ろ ぎ ん 証 券 に お け る 
株式売買等に係る手数料の 

20％キャッシュバック 
（受付期間累計額・上限2万円） 

※ お取扱い（受付）期間：基準日(毎年3月31日)の属する年の7月上旬～翌年6月下旬（予定） 

ひろしま美術館への無料ご招待券（2枚） 
※ 100株以上保有の株主さまにプレゼント 

株主優待制度の優待メニュー 
（2019年3月31日基準） 

ﾌｨﾝｾﾝﾄ･ﾌｧﾝ･ｺﾞｯﾎ「ﾄﾞｰﾋﾞﾆｰの庭」1890年 ｸﾛｰﾄﾞ･ﾓﾈ「ｾｰﾇ河の朝」1897年 ひろしま美術館の様子 
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広島銀行のプロフィール 

創業 1878年11月 
資本金 545億73百万円 

従業員数 5,050名(契約職員、ｽﾀｯﾌ1,477名含む) 
店舗等ネットワーク 国内店舗164カ店、海外駐在員事務所3拠点 
東証１部上場 1971年2月（証券ｺｰﾄﾞ：8379） 

採用株価指標 
JPX400 、 MSCI 日 本 株 女 性 活 躍 指 数 、 
健 康 経 営 銘 柄 2019 、 S&P/JPX カ ー ボ ン 
エフィシェント指数 

2019年4月1日現在 

斜めのラインは限りなく明日へ 
伸び続けるイメージを表現 
青は瀬戸内海と澄み切った 

空をイメージしており、赤は熱い
心と積極性、黄は輝く明日を 
象徴している 

③ 広島銀行 

1920年6月、7銀行による 
大合同で藝備銀行が設立 

1927年6月、紙屋町に本店
建物が完成 

原爆被害を受けたが、大規模
修復工事の結果､1965年 
まで本店として使用 

1950年8月、廣島銀行に変更 
1965年2月、容量的に限界に

なったことなどから現本店を新築 
1988年7月、広島銀行に変更 
2017年3月、老朽化が進んだ 

ことから、現地建替えを決定 

1878年11月、県内最初
の銀行として尾道に設立 

① 第六十六国立銀行 ② 藝備銀行 

◆会社概要 

（新本店ビル イメージ） 
－竣工予定：2021年1月－ 

（仮移転先） 
－2018年1月～2021年春－ 

2018年2月、本店建替えに伴い旧ベスト電器
広島本店「ひろしまMALL」へ仮移転 

新本店ビル竣工の2021年春より、紙屋町にて 
営業予定 

◆シンボルマーク 

◆沿革 
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（億円）

( 増減率 )
681
172
853 ( △0.9% )
527
326 ( 0.9% )

55
31
9

（－） ）
359 ( △5.4% )
253 ( △6.1% )

370 ( 5.5% )

255 ( △0.9% )
（ ） （－） )

△ 10

有 価 証 券 関 係 損 益

そ の 他 臨 時 損 益
( う ち 投 資 損 失 引 当 金 戻 入 益 )

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益 等

29

経 常 利 益

経 費
コ ア 業 務 粗 利 益

△
コ ア 業 務 純 益

前年比

△ 1
△ 6
△ 8

2018 年 度
実 績

15

△ 10
3

連 結 経 常 利 益 20

与 信 費 用△

（△ 20うち負ののれん発生益等

△ 17
△ 20

（△ 49

△ 3親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

当 期 純 利 益

損益の概要 
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「中期計画2017」における経営目標の達成状況 

親会社株主に帰属する当期純利益 総預り資産残高（平残） 

連結自己資本比率 

連結ROE 

コアOHR 

4.5% 

5.3% 

18年度 
中計 

18年度 
実績 

21年度 

最終年度 
6%程度 中計比 

＋0.8% 

65.8% 

61.7% 

18年度 
中計 

18年度 
実績 

21年度 

最終年度 
50%台 

中計比 
△4.1% 

10.6% 

11.0% 

18年度 
中計 

18年度 
実績 

21年度 

中計比 
＋0.4% 

 非金利収入比率※(非金利収入額) 

（億円、%） 

評価:○ 評価:○ 評価:× 

評価:× 評価:○ 評価:○ 

215 

255 

18年度 
中計 

18年度 
実績 

21年度 

最終年度 
300億円以上 中計比 

＋40億円 

91,909  91,709  

18年度 
中計 

18年度 
実績 

21年度 

最終年度 
10兆円以上 

中計比 
△200億円 

35.9% 35.2% 

18年度 
中計 

18年度 
実績 

21年度 

中計比△0.7% 
（中計比△2億円） 

(317) (315) 

最終年度 
40%以上 最終年度 

10%以上 

 ※ ひろぎん証券含む 
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◆経費とコアOHR(経費率)の推移 

効率的な経営 

33  39  36  32  

218  221  222  220  

284  285  278  273  

57.4% 
61.4% 62.5% 

-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2015年度 '16年度 '17年度 '18年度 

人件費 
▲5億円 

物件費 
▲2億円 

税金 
▲4億円 

537 547 537 
527億円 

61.7％ 
コアOHR 

▲0.8ポイント 

（億円） 

◆連結ROE・純資産の推移 

4,416  
4,472  

4,621  

7.1% 6.9% 

5.5% 

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

5,200

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

2016/3末 '17/3末 '18/3末 '19/3末 

5.3％ 

4,823億円 

純資産(連結) 
+202億円 

連結ROE 
▲0.2ポイント 

（億円） 
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◆自己資本比率(連結) 

11.33% 11.10% 11.07% 

2016/3末 '17/3末 '18/3末 '19/3末 

国内基準（規制で求められる基準値） 

11.01％ 

連結自己資本比率
▲0.06ポイント 

健全な財務 

4.0％ 

過去最も低い水準 

◆不良債権額と不良債権比率 

735 
726 

714 

1.37% 
1.28% 

1.20% 

2016/3末 '17/3末 '18/3末 '19/3末 

701億円 

1.15％ 

不良債権額 
▲13億円 

不良債権比率 
▲0.05ポイント 

（億円） 
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おわりに 

本日はご多用の中、広島銀行会社説明会へお越しいただきまして、ありがとうございました。 
 
本日の説明会を通じまして、広島銀行の経営に対する理解を深めていただければ幸いです。 
 
広島銀行グループは、地域のトップ金融機関として、地域社会と一体となって歩みを進め、 
地域活性化の一翼を担えるよう、役職員一丸となって努力してまいります。 
 
投資家・株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援・ご鞭撻を賜りますよう 
お願い申し上げます。 

株式会社 広島銀行 総合企画部 （IR担当：大歳、淺野、立野） 
    電話 ：082-504-3823 
    FAX ：082-504-0171 
    URL：https://www.hirogin.co.jp/ 

本資料に関するご照会先 
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